
「滋賀県人権施策推進計画 第２次改定版」（概要） 

～すべての人が輝く滋賀をめざして～ 

 

第 1 章 計画の改定にあたって 

 

滋賀県では、「滋賀県人権尊重の社会づくり条例」に基づき、人権施策の総合的な推進を図る

ために「滋賀県人権施策基本方針」を策定するとともに、この方針を具体化した「滋賀県人権

施策推進計画」に基づき、人権施策の計画的な推進を図っています。 

このたび、「部落差別解消推進法」等の様々な人権に関係の深い法令の施行、新型コロナウイ

ルス感染症に関連した人権侵害の発生、インターネット上での人権侵害の深刻化、性的指向・

ジェンダーアイデンティティへの関心の高まりなどの社会状況の変化や、県民の人権意識の調

査結果等を踏まえた課題への対応を図るため、従来の計画を見直し、「滋賀県人権施策推進計画 

第２次改定版」を策定しました。 

計画期間は、令和６(2024)年度から令和 10(2028)年度まで(５年間)です。 

 

 

第２章 計画の基本的な考え方 

 

命を大切にし、安心して暮らせる社会 

命を大切にし、私たち自身の心身や生活が脅かされることなく安心して暮らせる社会の実現

とともに、豊かな自然と人権が尊重される社会を将来の世代に引き継ぐことをめざします。 

一人ひとりが輝く社会 

一人ひとりが様々な個性を持ったかけがえのない存在として尊重され、誰もが生きがいを持

って暮らせる社会の実現とともに、一人ひとりの持つあらゆる可能性や能力が発揮され、みん

なが輝く社会の実現をめざします。 

多様性を認め合う共生社会 

すべての人がお互いに尊重し、理解し、助け合うことにより、世代や文化など様々な違いを

超え、一人ひとりの多様性が認められ、対等な関係の中で共に生きていける社会の実現をめざ

します。 

ともに支え合う協働社会 

県民や各種団体、企業、行政などの多様な主体が、連携を図り、それぞれの役割や特長をい

かしながら、人権が尊重される豊かな滋賀をめざし、いきいきと活動する協働社会の実現をめ

ざします。 

 

 

 



 

第３章 人権施策の推進  

 

● あらゆる分野において人権尊重の視点に立った行政を推進します。                   

● 人権施策を効果的に実施するため、関係機関が連携し、総合的に推進します。 

 

《Ⅰ 基本施策の推進》 

１ 人権意識の高揚－教育・啓発 

● 人権の基本理念に対する理解を深めるとともに人権感覚を高めます。                         

● 一人ひとりが能力を発揮し、自己実現を図る態度を養います。 

● 様々な個性や価値観を認め、他者の立場になって考え行動できる態度を身につけます。                   

● 自発的な学習のための環境づくりを行います。 

● 人権教育は、家庭、学校、地域社会のそれぞれの場において積極的に取り組みます。 

● 人権啓発は、一人ひとりの具体的な行動に結びつく人権感覚を身につけることができるよ

う、様々な機会をとらえ、効果的な取組を推進します。 

 

２ 人権侵害に対する救済－相談・支援体制の充実 

● 総合的な相談窓口の設置・運営を支援します。  

● 専門的な相談窓口を充実します。  

● 相談機関の連携を図ります。 

● 相談窓口の周知に努めます。 

● 相談員等の資質向上と体制強化を図ります。 

 

《Ⅱ 分野別施策の推進》 

１ 女性 

● 人権の尊重と安心・安全な暮らしの実現 

● あらゆる分野での実質的な男女共同参画の進展 

● 一人ひとりの多様な生き方・働き方の実現 

● 男女共同参画意識の浸透 

● 総合的・計画的な関連施策の推進 

 

２ 子ども 

● 社会全体で子育ち・子育てを応援 

● 社会的養護の推進 

● 子ども・若者の健やかな育ち 

● 不登校等への対応 

● いじめへの対応 

● ひとり親家庭に対する支援の推進 



● 子どもの貧困対策の推進 

● 総合的・計画的な関連施策の推進 

 

３ 高齢者 

● 誰もが生き生きと活躍できる共生社会づくり 

● 認知症の人や家族等が自分らしく暮らす地域づくり 

● 暮らしを支える体制づくり 

● 総合的・計画的な高齢者施策の推進 

 

４ 障害者 

● 共生社会づくり 

● ともに暮らす 

● ともに育ち・学ぶ 

● ともに働く 

● ともに活動する 

● 障害者施策の総合的な推進 

 

５ 部落差別（同和問題） 

● 同和問題に対する正しい理解と認識、人権尊重の実践的態度の育成に向けた教育・啓発 

● 地域におけるまちづくりと人づくりへの支援 

● インターネット上の差別書き込み等への対応 

● えせ同和行為の排除 

● 同和行政の総合的な推進 

 

６ 外国人 

● こころが通じるコミュニケーション支援 

● 安心して暮らせる生活支援 

● 外国人材の活躍支援 

● 次世代を担う人材の育成 

● 活力ある多文化共生の地域づくり 

● 総合的・計画的な多文化共生施策の推進 

 

７ 患者 

● 医療福祉提供体制の整備 

● 安全、安心な医療福祉サービスの提供 

● 正しい知識の普及啓発等 

● 難病患者への支援の充実 

● 総合的な保健・医療・福祉施策の推進 



 

８ 犯罪被害者等 

● 平穏な日常生活への復帰の支援 

● 犯罪被害者等を支える社会の形成 

 

９ 刑を終えた人・保護観察中の人等 

● 国・市町・民間団体等との連携強化 

● 就労・住居の確保 

● 保健医療・福祉的支援の充実 

● 非行の防止と修学支援の実施 

● 民間協力者の活動の推進、広報・啓発の推進 

 

10 性的指向・ジェンダーアイデンティティ 

● 性の多様性に関する理解の増進のための教育・啓発の推進 

● 相談体制の整備等の当事者支援の取組の推進 

 

11 インターネット上の人権侵害 

● インターネット上の人権侵害の防止のための教育・啓発 

● 差別書き込みや動画の投稿、誹謗中傷等への対応 

● 国・関係機関等と連携した取組の推進 

 

12 新たな感染症（新型コロナウイルス感染症等） 

● 正しい知識の普及 

● 教育・啓発 

● 相談・支援体制の充実 

 

13 ヘイトスピーチ 

● ヘイトスピーチの解消・防止のための教育・啓発 

● 国・関係機関等との連携による相談対応 

 

14 ハラスメント 

● ハラスメント防止のための教育・啓発 

● 関係機関と連携した相談対応の充実 

 

15 災害発生時の人権問題 

● 要配慮者の避難支援体制の強化 

● 広報および教育・啓発の推進 

● 総合的・計画的な関連施策の推進 



 

16 人身取引（性的サービスや労働の強要等） 

● 人身取引防止のための教育・啓発および相談支援 

 

17 アイヌの人々 

● アイヌの人々に対する理解を深めるための教育・啓発 

 

18 拉致被害者等 

● 拉致問題解決に向けた関心と認識を深めるための教育・啓発 

 

19 個人情報の保護 

● 個人情報流出等による人権侵害防止のための教育・啓発および相談窓口の周知 

 

20 その他の人権に関わる諸問題 

● 孤独・孤立  

● 自殺問題 

● ひきこもり 

● 依存症 

● ホームレス 

 

 

 

第４章 推進体制 

１．滋賀県人権施策推進本部を中心として、関係部局相互の連携・協力を確保しながら人権施

策の総合的かつ効果的な推進を図ります。 

２．人権に関わりの深い職業従事者を対象に、人権研修や情報提供による支援を行います。 

（公務員、学校教育関係者、社会教育関係者、医療関係者、福祉関係者、消防職員、警察

職員、マスメディア関係者） 

３．国、市町、企業、民間団体等とお互いに連携・協力し、それぞれの役割を果たしながら総

合的な取組を進めます。 

 
滋賀県総合企画部人権施策推進課 

〒520-8577 滋賀県大津市京町四丁目 1-1 
TEL：077-528-3533 FAX：077-528-4852 

E-mail：cf00@pref.shiga.lg.jp 

URL：https://www.pref.shiga.lg.jp/ippan/kurashi/zinken/ 


